特定非営利活動  （NPO）法人　　  やましろ里山の会週刊ニュース　　2015年11月26日　592号
●京都河川美化団体連合会さんが木津川パトロールに来所　
20日午前10時に　１）四季彩館に集合、流れ橋の見学を最初にして、笠置町でカヌーの石碑と木津川上流部の形式の見学、車中から銭司遺跡、恭仁京遺跡、奈良市取水口の見学を経て、２）京都府山城郷土歴史資料館と、３）上狛環濠遺跡を見学し、４）木津川流域センターで里山の会との交流会を行って最終目的地、５）竹蛇籠の現地視察を行う盛りだくさんの見学会でした。参加者は40名で京都市内を中心に川のごみ拾いなど清掃活動を30数年間実行されている皆さんでした。里山の会からは播川、福井、小泉、山村が参加しました。＊四季彩館・流れ橋の見学では、流失した橋の修復工事が三日前からはじめられ、3月までに完成とのことです。約70本の橋脚を40本ほどに減らし、流圧を減らすこと、5本一組の脚の支柱のうち中3本を木製からコンクリート製に変え、桁部分を70㎝高さに上げて増水対策を行う工事と、京都府北土木事務所職員からお話がされました。＊京都府山城郷土歴史資料館では約30分の見学です。係員から詳しく展示物の説明を頂き、木津川沿線での人々の暮らしに大きな影響を及ぼしてきた水運を中心に説明を聞きました。＊上狛環濠遺跡見学では、国道のすぐそばに、こうした遺跡が残っていることに驚きました。
＊木津川流域センターでの里山の会との活動経験交流会では、福井さんから木津川の魚種の多さから見ると豊かな環境だが、魚の数量は減少している、原因は鵜や外来魚によると考えられるが、産卵に適した草むらの減少と　水脈の固定化と深掘れのために失われているのが大きい原因と解説があった。山田さんから5回目の水質一斉検査報告がされました。1時間の交流でしたが、京都南部の木津川についてずいぶんと理解を深めていただきました。＊竹蛇籠の現地視察17日の雨では、ほとんどが水中に没していましたが、この日は水量が減少して設置した一か月前の状況になっていました。右岸の2号は完成させるのはいつか、蛇籠の玉石はどこから運び込んだのか、竹の供給地は木津川ですか、といった質問が続きました。
●カヌーで下ろう　笠置から大阪まで　21日22日23日で下りました。＜21日＞　
絶好の天気でした。笠置から京田辺までの最長コースです。昼食は開橋を予定して出発、しかし水量が少なく14時になりました。＜22日＞　出発の京田辺近鉄鉄橋では、地元の北川さん親子が訪ねてこられ、来年は親子で参加すると意欲的でした。低水域では河原区のおじいさんが一人で、、流れ橋でもごみ拾のお方に出会いました。それぞれの皆さんが川をきれいにしようと頑張っておられる姿に出会いました。京田辺グランドでは女子ソフトボール大会があって、スゥングのスピードは男子顔負けでセンターオーバー連発していました。近頃の女子スポーツの躍進の姿を見せつけられて非常に驚きました。昼食は御幸橋です、三川合流部のお話を幹事の仁枝さんからありました。＜23日＞　6時30分の駐車場に到着、淀川と１号線との間に、イタセンパラの飼育をしている淡水魚センターがあります。この前を通って堤防に上がり少し下ると点野の駐車場です。7時にゲートが開くらしいが30分も前から並ぶ人が多数おられた。藤田カヌーさんも到着カヌーを船着き場に下して、毛馬閘門までトレーラーを移送、即点野に引き返す、続々と参加者が到着、カヌーを組み立てて出発準備、10：00に開会式では全員が自己紹介、曇り空だが雨の心配はなさそう、風は北の風、押していくのは幸いだ。それぞれ順調に出発する。毛馬の手前桜ノ宮高校前で上陸して昼食、12時過ぎだった。ゆっくり休憩の後クライマックスの毛馬の閘門通過となる、昨年の教訓から事前に十分な打ち合わせをしておいたので、閘門入港もスムース、艇の間隔も正確に守っていただいた。大川側の扉があいて、景色が一変する。ビルの谷間に入っていくようである。ここで雨が降り始めた。15：10分全員無事に上陸。三日間にわたるカヌーの旅が成功した。
●竹蛇籠の調査について学ぶ　
22日　田中さんと菊地君が参加。竹門先生が学生たちと水生生物調査研究にお越しでした。その折にせっかくの施設が完成したのだから、一緒に調査してみませんかとお誘いがあってお二人がご一緒に参加いただきました。先生から詳しくわかりやすく説明を受け、そして出来る範囲で気楽に調査をされて記録を積み重ねてくださいとの助言を頂きました。いい勉強になったとの事でした。
●里山農園・たまねぎ800本植付　森島大村芳川小泉澤江さん23日　
三連休の最終日に、農園で栽培を進めていただいているみなさんが800本のタマネギ苗を植え付けていただきました。（昨年は1000本）そして収穫は3万円を目標にしていましたが、今年はさらに大きく成長させようと5万円の収入を目指すことにしています。里山の会として貴重な収入源となる農園収入です。本当は出来るだけ多くの方々と一緒に植え付けが出来れば草引きなどの作業にも力が入り、その後の成長に関心を持っていただくことが出来て収穫も一緒に喜び合えるのですが、日程に追われて、今年も作業への参加を呼びかけることが出来ませんでした。出来るだけ早く残っている700本の苗を植え付けることになります。二回目の植え付けには、多くの皆さんのお越しをお待ちしています。日時のお知らせは週刊ニュースとホームページをご覧ください。
●炭焼き小屋周辺の刈り草整備22日実施　森島、大村、芳川、小泉、澤江さん　　
曇り空、いつ雨が降ってもおかしくない天気でしたが、28日に市内各所から150人ほどが集まってくるので、休憩所としている炭焼き釜周辺の清掃を行っていただきました。御承知の通りここは炭焼きにお世話になっている南さんの所有地です。4月に南さんが負傷をされて治療療養中なので、6月に一度草刈りを行って以来夏草が伸び放題でしたので、数日前に刈り倒しておいた雑草を片付け、遠路はるばる訪ねて来られた皆さんが気持ちよく休憩されるようにと整頓しました。三連休の中ご苦労頂きました。
●28日には午前9時45分京田辺市市役所駐車場集合で森林研究の最前線の見学とデレーケ堰堤の不動川砂防歴史公園を訪ねます。里山の会としては初めての取組みですので、ぜひ多く皆さんのご参加をお待ちしています。ガイドは山下さんにお願いしています。
●28日午後1時30分、オオムラサキを年中観察調査のできる観察台登り初めを行います
ぜひとも多くのご参加をお願いします。桜谷先生は前日準備の27日、登り初めの28日の両日のご指導を頂きます。
●12月5日（土）今年も大豊作のミカン農園へのボランティアをします。　
観光農園が終わって、取り残したミカンを完全に採りきるために、毎年お手伝いに出かけています。今年は近年にない大豊作で、非常にたくさんのミカンが実っています。昨年は午前中で終わったのですが、今年は昨年の比ではない大豊作です。これまでにない人手が必要です。ご近所お誘いのうえご友人にも声をかけてご参加ください。皆さんのお越しをお待ちしています。
集合は5日（土）午前9時30分JR奈良線多賀駅前です。ご協力をお願します。
12月（師走と年初）の予定
3日　竹利用の学習会　
新田辺東商店街
5日　ミカン農家ボランティア
6日　原木切出し作業　里山農園　巨大クヌギの伐採10号地
　　　農園周遊コース整備
11日京都府環境フエスタ
前日準備13時より
12・13日京都府環境フ

スタ　野菜販売

蛇籠・ホタル・
植物標本
19日　里山農園
　オオムラサキ調査
20日　里山整備
23日　里山の会忘年会
27日　里山の会年末
餅つきとしめ縄つくり
28日　里山ハイキングコース年末整備（午前中）
29日　御用納め
1/5　七草摘み前日準備
6日　七草摘みと七草粥
（里山農園）　
新年顔合わせ
